
雪が降り積もり地形は埋もれる

白い大地の上に新たな GL が生まれ、人々が歩む

雪が形を変え、風景と建築をつなぐ

積
▽GL 算演雪

現れる GL と 積み重なる GL

その往復が、加算と減算、分割と統合を繰り返しながら、風景と建築を形づくる
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農地が観光開発に置き換わることで、農地の食料自給

率は低下し、風景が変わりつつある。この悪循環を断

ち切り、この土地の課題を解決するために、農地とリ

ゾートが共存し耕作放棄地となった土地のポテンシャ

ルを最大限に引き出す新たな宿泊施設を提案する。

私たちは、北海道のニセコ町を課題地に設定した。こ

の場所は冬場はスキー観光によって国際的なリゾート

地として栄える一方で、夏場は閑散とし農業は衰退し

耕作放棄地が増加している現状にある。農地が観光開

発に置き換わることで、地域の農業自給率は低下し冬

場には町全体が食糧不足に陥るほどである。

02　積雪演算による GL の再定義 03　四則演算の問い 04　四則演算の答え01　敷地とその課題

このホテルは、雪と共に姿を変える建築である。

「＋」で雪を積み景観と一体化し、「−」で雪が消えた後

の地形や建築の美しさを際立たせる。「×」で建築と農

地との融合を図り、「÷」で建築のボリュームを分割し

自然との境界を曖昧に。これらに限らず、様々な要素

が計算された計画だ。
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耕作放棄地となる恐れがある農地

▽GL

＋－
×÷

ニセコ町

国営緊急農地再編整備事業　　ニセコ地区

耕作放棄地及び耕作放棄となる恐れのある農地

区画整理

耕作放棄地
耕作放棄地（施工済）

放棄地となる恐れのある農地

放棄地となる恐れのある農地（施工済）

凡　例

私たちは GL を固定された地面の高さではなく、積雪に

よって変化する「流動的な地形」と捉える。冬には積

雪が GL を押し上げ、視点や動線が変化し、季節ごとに

異なる空間体験を生み出す。この変化を 「積雪演算」

と名付け、建築と地形が雪と共に再計算される新たな

設計手法を提案する。

ここでは、その問いの課題に対する解がどのような計

算式によって導き出されるかという、過程の方程式に

着目してみる。四則演算（＋－×÷）では、同じ二つ

の要素で計算を行った場合でも異なる解が導き出され

ることに着目した私たちは、それらを建築と自然に置

き換え四則演算を施し、様々なアプローチでの課題解

決を試みた。



雪の加算による、自然のハイサイドライト ∞を巡る水路（樋） 現れる GL  雪解けテラス パーゴラと雪

▽GL

05　自然の四則演算 06　建築の四則演算 07　体験の四則演算 08　農地の四則演算

ｚ軸

冬夏・秋 春
平面計画では分棟型（÷）の構成を採用し、回廊は壁を設けず（－）

パブリックな親雪空間とする一方で、客室はニセコ町の自然を独り

占めできるよう視線の引き算（－）によってプライベートな空間を「建

築の四則演算」によってしつらえた。冬場には積雪演算によって回

廊の両側に積る雪が建材化され（＋）、結露防止と吹雪対策などにも

寄与する。

日本の四季を時間軸、ニセコ町の積雪による高さ関係をＺ軸として

グラフ化してみると、自然によって多様な空間が生み出されている

ということがわかるのではないだろうか。積雪によるＧＬの変化で

積む操作を（＋）解ける削る操作を（－）として表現する。そして、

積雪を建築の一部として取り込む。こうした雪の加法と減法のこと

を「見取り算」と定義する。

【自然と四季と Z軸】

積雪による GL の変化積雪による GL の変化

パブリック空間パブリック空間プライベート空間プライベート空間

視線の引き算視線の引き算 分棟による建築の割り算分棟による建築の割り算

プライベート空間プライベート空間

五感を使った体験は人の記憶に残りやすいとされている。観光客の

受動的な体験の関わり（×）はニセコの観光業を活性化し、この土

地の衰退に歯止めをかけることができるなどの未来への可能性を秘

めている。互いの体験の相乗効果によりニセコ町のポテンシャルを

最大限引き出すことを目的とする。

五感五感による体験のかけ算による体験のかけ算

観光体験観光体験

農業体験農業体験
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味

嗅

聴

食体験食体験

自然体験自然体験

生活体験生活体験

農地と建築が緩い動線でつながれることで、新たな関係性が生まれ

るだろう。例えば、この建築が雪を集め（＋）強い日差しから野菜

たちを守る膜を作り（＋）、解けた水は畑に供給（÷）されるだろう。

スノーストレージでは、春以降の雪解け水（－）を農業用水として

活用することで、観光と農業の循環的な関係を築く。
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10　真冬の断熱効果 かまくら路09 回廊の見え方

断面模型　scale 1/50 断面模型　scale 1/50



１. 割 2. 繋 3. 巡 4. 浮

それぞれの私室は持ちつつ

公の回廊で建物全体を繋繋ぐ

公の回廊をひねることで

動線 雪解け水 風や意識を巡らせる

３次元的に回廊を浮かせて

Z 軸 ( 積雪 ) の変化を体現する

建築は空間の割割り算から始まる

外と内、私と公のゾーニングを行う

ニセコの景色を独り占め

視界

死角

敷地図 兼 一階平面図

scale1/100
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最短距離の地産地消

12 平面計画

BBB

11　形態ダイアグラム

▽GL

宿泊室 断面図　1/100

宿泊室からの HL の変化

▽GL

宿泊室 断面図　1/100

勾配天井で光を取り込む

表面反射

機械室

機械室
オープンキッチン

雪下農地

01. スノーストレージ

    →このホテル全体の積雪を調整する。夏季の雪解け水の留場。

02. 雪解けテラス

    →季節で変化する建材 ( 雪 ) により、表情が変わるテラス。

03. 遊雪場

    →残雪で季節によらず、一定の気温をキープする。

造語たち

他の個室が死角となる

ＧＬ操作で遊び場の創出

ニセコの自然が延長する浴場

死角角度から宿数が必然性を持つ

雪を集めて夏の農業に備える

　インフィニティ浴場　　　　

　インフィニティ浴場　　　　
掛け流し湯

掛け流し湯

シャワー室

シャワー室

洗い場

洗い場

ロッカールーム

雪解けテラス

スノーストレージ

遊雪場
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14　環境断面計画　4月 4日 (清明 )

　　　　　　

雪解け具合で変化するテラス

新たな動線が浮かぶ けものみち雪解けテラス オープンキッチン

南中高度 55°

オオオ

B-B 環境断面図　１/１００　

15　環境断面計画　7月 4日 (小暑 )　　　　　　

日差しに応じて広がる広場

雪解けテラス
オープンキッチン

雪下農地

遊雪場

オーオオオオオオ

B-B 環境断面図　１/１００　

農業体験をする宿泊者

雪が解けてテラスが広がる

採れた野菜をその場で調理

梅雨の雨でも水が循環する

雪解け水が水路を回る

ＧＬに落ち葉も積もる

16　環境断面計画　10 月 4 日 ( 寒露 )　　　　　　

空っ風が落ち葉とともに縁をめぐる

オープンキッチンオーオオオオオオ

B-B 環境断面図　１/１００　

スリット状の光が差しこむ

建築が農地へ雪を集める

13　環境断面計画　11 月 4 日 ( 小寒 )　　　　　　

ススリリ トト状状ののトトト 光 むオープンキッチン

B-B 環境断面図　１/１００　

視界を限定し内部への視線誘導をもたらす
雪によるかまくら効果

雪の建材化
農作物の保存・糖度アップ

雪下農地

壁のない回廊からニセコの山々を望む
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